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94.
国内全国規模の学会
1 藤井 進，宇宿功市郎，三宅秀敏，荒木賢二，宇都由美子，中島直樹，本多正幸，安西慶造：SS‐
MIX2をベースにした統合解析を可能とする多施設医療情報共有化基盤の構築と利活用に向けた
課題～九州地区の七国立大学病院による震災時医療資源需要予測協議会での取り組み～．平成27年
度大学病院情報マネジメント部門連絡会議．2016，1，27‐29．平成27年度大学病院情報マネジメ
ント部門連絡会議プログラム抄録集 62‐64頁．
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リニカルパス学会学術集会抄録集 504頁．

8 大田和樹，高崎光浩，大月美佳，掛下哲郎：DevOps ツールを活用したソフトウェア開発技術者教
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因分析．地域がん登録全国協議会第25回学術集会．2016，6，3．石川．

10 大月美佳，大田和樹，高崎光浩，掛下哲郎：ソフトウェア開発技術者教育支援システムALECSS
のためのプログラム点検用スクリプトの実装と評価．Summer Symposium inShin-Hakodate-Hokuto
2016．講演要旨集 pp．1‐8．2016，8，22．北海道．

11 原 健一，永松美雪，矢野潔子，高崎光浩，大田和樹，島崎 梓：中学生向け暴力防止教育プログ
ラムの評価（報告1）－講演によるDV予防教育の効果－．第35回日本思春期学会総会・学術集会．
2016，8，27．東京．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

講 師 藤井 進 医薬品医療機器総合機構 医療情報デー
タベース基盤
整備事業

28年度医療情報データベースに保存さ
れた医療情報の実践的な利活用のため
のデータ検証（バリデーション）業務

14，172

講 師 藤井 進 日本医療研究開発機構 医薬品等規制
調和・評価研
究事業

拠点病院における地域医療情報との連
携に向けた課題の整理と実効性の検
証・運用維持に関する研究－地域医療
情報の現状と課題，ならびに標準化作
業におけるコスト評価－

33，210

講 師 藤井 進 共同研究 （分担） 診療情報の利用に関する研究 6，105

講 師 藤井 進 日本医療研究開発機構 臨床研究等
ICT基 盤 構
築研究事業

臨床および臨床研究の充実のための本
人に関する多種多様な情報のデジタル
化・ネットワーク化及び統合的な利活
用を可能とする基盤技術に関する研究
（2）

19，000

講 師 藤井 進 日本医療研究開発機構 医薬品等規制
調和・評価研
究事業
（分担）

医薬品等の安全対策のための医療情報
データベースの利用拡大に向けた基盤
整備に関する研究

5，000

講 師 藤井 進 日本医療研究開発機構 臨床研究等
ICT基 盤 構
築研究事業

佐賀大学病院並びに佐賀県地域の医療
情報を利活用基盤への接続に関する研
究

3，300

12 永松美雪，原 健一，矢野潔子，高崎光浩，大田和樹，島崎 梓：中学生向け暴力防止教育プログ
ラムの評価（報告2）－e-learning によるDV／性暴力予防教育の効果－．第35回日本思春期学会
総会・学術集会．2016，8，27．東京．

13 大田和樹，高崎光浩，大月美佳，掛下哲郎：ソフトウェア開発技術者教育支援システムALECSS
を用いたプログラムの自動点検機能の評価．情報処理学会九州支部若手の会セミナー2016．講演要
旨集 pp．1‐8．2016，9，12．長崎．

地方規模の学会
1 ○山田クリス孝介，藤井 進：佐賀MIRCAサービス．佐賀救急医学会．2016，9，3．第39回佐賀
救急医学会 プログラム・抄録集 22頁．

その他の学会
1 藤井 進：医療の質と経営の質の両立．医療経営セミナー 沖縄県 アトル．2016，2，25．

研究助成等
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